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　定例会初日に示された市長の施政方針や平成 29年度予算に対して行う
「代表質問」は、２月 27日・28日の２日間にわたり、各会派からの代表
７人により行われました。

（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

施 政 方 針に対する
一　
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
市
長
就
任
以
来
、
市
税
収
入
が
最

低
で
あ
る
現
状
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
人
・
法
人
市
民
税
と
固
定
資
産

税
は
、
自
主
財
源
の
中
核
を
担
う
重
要

な
財
源
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
、

税
収
の
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。

問　
財
政
健
全
化
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ

ー
チ
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
進
行
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
に
適
応
し
た
最
適
な
行
財
政
運

営
の
形
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

二　
人
口
減
少
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て問　
人
口
増
加
の
実
現
に
向
け
た
決
意

と
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
若
者
が
通
勤
圏
内
で
就
職
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
若
者
世
代
に
視
点
を

一　
本
市
の
大
き
な
課
題
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
進
展
し
て
い
る
が
、
与
え

る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
人
口
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
経
済

の
縮
小
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
、

地
域
の
活
力
低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

課
題
解
決
を
目
指
し
、
市
民
・
地
域
・

市
職
員
が
自
ら
考
え
、
共
に
行
動
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
公
共
施
設
の
使
用
料
見
直
し
に
対

す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
ま
で
ど
お
り
の
税
配
分
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
痛
み

を
分
か
ち
合
う
時
代
が
到
来
し
た
と
考

え
る
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
使
用
料

の
適
正
化
に
つ
い
て
提
案
し
た
い
。

問　
市
内
で
分
娩
で
き
る
環
境
づ
く
り

一　
未
来
に
つ
な
ぐ
出
産
・
子
育
て
に

つ
い
て

問　
既
存
の
子
育
て
支
援
策
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
子
育
て
世
代
が
希
望
を
持

て
る
制
度
へ
改
変
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
市
外
か
ら
の
転
入
を
促
進

し
、
市
外
へ
の
転
出
を
抑
制
す
る
こ
と

が
、
定
住
促
進
策
の
第
一
歩
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
引
き
続
き
、
子
育
て
世
代
が

何
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
か
、
そ
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
子
育
て
支
援

策
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

先
進
自
治
体
の
事
例
を
調
査
・
研
究
し
、

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら
有
効
な

支
援
策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
生
か

五　
人
材
育
成
と
職
員
体
制
に
つ
い
て

問　
少
人
数
で
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
の
処
遇
改

善
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
管
理
職
手
当
の
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
な
人
事
評
価
制
度
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ど
に
よ
っ
て
情
報
を
共
有
し
、
共
に
考

え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三　
基
本
的
認
識
に
つ
い
て

問　
第
３
次
は
だ
の
行
革
推
進
プ
ラ
ン

実
行
計
画
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
適
宜
、
改
革
内
容
を
見
直

す
な
ど
、
柔
軟
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
※
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ

ス
）
の
飛
躍
的
な
進
歩
が
、
本
市
に
与

え
る
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
近
い
将
来
、
情
報
通
信
技
術
が
、

自
治
体
運
営
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
可

能
性
を
感
じ
て
い
る
。
技
術
と
そ
れ
を

扱
う
人
間
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
で
強
み
を
生
か
せ
る
よ
う
な
活
用
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

四　
安
全
・
安
心
の
醸
成
に
つ
い
て

問　
大
規
模
な
土
砂
災
害
な
ど
に
お
い

て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答　
無
人
航
空
機
の
一
つ
で
あ
る
ド
ロ

ー
ン
は
、
災
害
対
策
、
防
犯
、
広
報
、

観
光
な
ど
で
の
可
能
性
が
着
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

民
間
団
体
の
協
力
を
含
め
、
活
用
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
農
業
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
県

立
秦
野
戸
川
公
園
や
そ
の
周
辺
の
地
域

資
源
を
つ
な
ぎ
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
客
に
取
り
組
む
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
と

交
流
を
創
出
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

置
い
た
支
援
策
の
充
実
に
よ
り
、
出
生

率
の
向
上
と
定
住
促
進
を
進
め
、
人
口

増
加
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三　
地
域
医
療
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て問　
本
市
の
分
娩
問
題
に
対
す
る
責
任

は
ど
う
か
。

答　
市
民
生
活
に
必
要
な
分
娩
環
境
整

備
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
が
責

任
で
あ
る
と
考
え
る
。

四　
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て問　
平
成
32
年
度
ま
で
に
ご
み
の
減
量

を
達
成
し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ご
み
減
量
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
減
量
化
が
進
ま
な
い
場
合
は
、

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
と
準
備
を

進
め
る
。

に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
赤
十
字
病
院
や
八
木
病
院
と

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
分
娩
業
務
開

始
ま
で
の
時
間
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

個
人
診
療
所
規
模
の
産
科
開
設
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問　
西
中
学
校
体
育
館
な
ど
の
整
備
に

向
け
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
学
校
教
育
機
能
と
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
や
地
域
防
災
機
能
な
ど
を

兼
ね
備
え
た
多
機
能
型
体
育
館
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
32
年
度
ま

で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

二　
平
成
29
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方

に
つ
い
て

問　
施
政
方
針
で
述
べ
た
「
痛
み
の
分

か
ち
合
い
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

答　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の「
選
択
と
集
中
」 

を
具
現
化
す
る
取
り
組
み
は
、
市
民
に

痛
み
の
分
か
ち
合
い
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

し
た
周
辺
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
学
校
や
公
民
館
の
周
辺
に
多
機
能

型
の
農
業
生
産
ゾ
ー
ン
を
配
置
す
る
な

ど
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
複
合
型
の

市
街
地
の
形
成
を
図
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
農
業
生
産
ゾ
ー
ン
に
予
定
さ
れ

て
い
る
地
域
に
は
課
題
も
多
く
、
新
東

名
高
速
道
路
が
開
通
す
る
平
成
32
年
度

ま
で
は
４
年
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

農
業
生
産
ゾ
ー
ン
の
実
現
に
は
、
地
元

と
の
調
整
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
農

協
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
団
体
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
農
業
生
産
ゾ
ー
ン
で
は
、
現
在
、

営
農
が
行
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
土
地
利

用
構
想
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
農
協

と
主
体
的
、
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
ち
、

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
今 

井　
　
実

早
急
に
本
市
の
医
療
問
題
を
解
決
し

市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
せ
よ

民  

政  

会　
　
大 

野　
祐 

司

秦
野
市
の
持
続
的
発
展
を
願
っ
て

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
相 
原　
　
學

子
育
て
世
代
の
定
住
に
向
け
た

支
援
策
の
拡
充
を

五　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
入
室
の
対
象

学
年
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
小
学
１
年
生
と
小
学
６
年
生
で
は
、

体
力
や
精
神
的
な
成
長
の
差
が
大
き
い
。

高
学
年
の
児
童
に
は
、
遊
び
や
生
活
の

場
で
は
な
く
、
自
主
的
に
学
習
な
ど
の

活
動
が
で
き
る
場
を
提
供
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
必
要
性
の
高
い
小
学
４
年

生
ま
で
と
し
た
い
。

責任ある分娩環境の整備に取組め（写真は市役所本庁舎）

県立秦野戸川公園を中心に地域資源を活用した経済活性化を図れ

一日も早い分娩業務再開が望まれる、秦野赤十字病院

…市長が新年度の市政運営の基本方針として、施策の方向性や、主な事業の取り組みを示すもの施政方針
…議員が所属する会派を代表して市長の施政方針や平成29年度予算について行う質問で、各会派の所属議員数に応じて質問時間が配分される代表質問

議 会 の 動 向
○２月
	 16日（木）	・議員連絡会
		 ・議会全員協議会
		 ・議会運営委員会
		 ・議案送付
	 20日（月）	・議会運営委員会
	 23日（木）	・市議会第１回定例会開会	【傍聴者数６人】
		 ・代表者会議
	 24日（金）	・追加議案送付
	 27日（月）	・代表質問	 【傍聴者数29人】
		 ・議会運営委員会
	 28日（火）	・代表質問	 【傍聴者数14人】
○３月
	 1日（水）	・本会議（議案審議）	 【傍聴者数20人】
		 ・予算特別委員会（初委員会）
		 ・議会運営委員会
	 2日（木）	・予算特別委員会（総務分科会）
	 3日（金）	・予算特別委員会（文教福祉分科会）【傍聴者数２人】
	 6日（月）	・予算特別委員会（環境都市分科会）
	 7日（火）	・議会運営委員会
		 ・総務常任委員会	 【傍聴者数２人】
	 8日（水）	・文教福祉常任委員会
		 ・予算特別委員会（文教福祉分科会）
	 9日（木）	・環境都市常任委員会
	 14日（火）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者数26人】
	 15日（水）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者数30人】
		 ・代表者会議
	 17日（金）	・追加議案送付
	 23日（木）	・議会運営委員会
		 ・予算特別委員会
		 ・市議会第１回定例会閉会	【傍聴者数２人】
		 ・代表者会議
		 ・臨時議員連絡会
		 ・議会運営委員会
		 ・議会報編集委員会
	 28日（火）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
○４月
	 14日（金）	・代表者会議
		 ・議員連絡会
		 ・議会運営委員会
	 28日（金）	・議会報編集委員会
○５月
	 2日（火）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回臨時会

※IoT（インターネット・オブ・シングス）…さまざまな「物」がインターネットに接続され、情報交換することにより、相互に制御する仕組み用語解説




